
 

歩行者にかかる水しぶきの対策をしました！ 

ご相談いただいた内容には迅速に対応します。また必ず現地確認をし、

結論がでるまでフォローと結果報告をするよう心がけています。             

皆様のご相談をお待ちしております。 

  ◆直近の活動を写真で紹介します！ 

 ◆鈴木たかひでへ皆様のご意見・ご要望・困りごとをお寄せください。 

○連絡先：豊田鉄工労働組合 豊田市細谷町4丁目50番地 TEL/FAX: 0565-28-8437 

 自宅：豊田市西広瀬町登り256番地 携帯：090-3453-5316 

 フェイスブックで日々の活動をアップしています。 

是非検索して覗いてください。 

鈴木孝英 

 

   相談者：水たまりが出来
やすく、車が通るたび水しぶき
が隣接した歩道を歩く歩行者に
かかる。通学する学生も多いの
で対策してほしい。（水源町） 

 梅雨も明け、本格的な夏が訪れました。皆様にはお健やかにお過ごしのこととお慶び申し上げます。

日頃は諸活動に対し、ご理解・ご協力を賜りまして誠にありがとうございます。さて、６月定例議会で

は、新型コロナウイルス感染症への対策は重大な課題との認識の下、市民の生命や財産、生活を守るた

めの豊田市独自の施策を含む多くの議案が可決されました。今後も継続した蔓延防止に努めると同時

に、コロナ禍に影響を受ける市民や事業者の負担軽減、また、市の状況を的確に捉えつつ市内経済を含

む日常生活の回帰に取り組むことが必要だと考えます。皆様におかれましてはお体にご自愛頂き、今後

とも引き続きのご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

発行日：令和２年７月吉日 

発行：鈴木たかひで後援会 

道路の陥没の修繕と側面に切り込みを入れる
ことで、雨水の逃げ道をつくり、水たまりが
出来づらくしました。 



＊イラストは前回発行したものです 

 
6月定例会では、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける市民や事業所に向

けた多くの議案が可決されました。国や県による支援額とは別に、市独自で

取り組む支援の総額は5月臨時議会の補正予算以降、累計で54億９千万円を

超えました。今後も継続した蔓延防止に努める一方で、一刻もはやく、にぎ

わいあるまちの回帰に向けた一層の取り組みが必要と考えています！  

冷え込んだ市内の消費を喚起するため、20％の

プレミアム付き商品券を発行します。 

 発売時期：令和２年９月 

 発行冊数：20万冊（過去最大規模） 

 販売価格：一冊10,000円（額面12,000円） 

世帯及び事業者の経済的負担を軽減するため、 

水道料金の基本料金を4ヵ月間免除します。 

 

期間：令和２年7月又は8月請求   

   分から２期分   

備考：水道料金は2ヵ月に 

   1回の請求となっています。 

 （特に申請の必要はありません。） 

 

緊急時における家庭でのオンライン学習環境整備に

向け、全児童生徒１台/人のタブレット端末の整備

を令和５年度から令和２年度に前出しします。 

 

雇用調整助成金、緊急雇用安定助成金の支給を受け

た中小企業に対し、市の上乗せ補助を実施します。 

 受付期間：６月22日から令和3年3月31日まで 

 補助額： 国の補助額（15000円）を超えた 

      金額を補助 

               (１事業所あたり上限200万円) 

 

新型コロナウイルス感染症の影響で売り上げが

減った事業者の支援として10万円支給します。 

 支給対象：4月または5月のいずれかの売上額が 

      前年同月と比較して25％以上減少 

      資本金が10億円未満 

      県の休業協力金を申請していない 

    

テレワーク導入に関する国の助成を受けた中小企

業に対し、市の上乗せ補助を実施します。 

 受付期間：６月22日から令和3年3月31日まで 

 補助内容：国の助成金の対象のうち市内事業所 

      におけるテレワーク導入に係る経費 

               (１事業所あたり上限１00万円) 

頑張ります！ 

 令和２年度５月臨時議会を経て新たな議会体制が決まりました。今年度、私が所属する常任委員

会は地域生活委員会となり、また副委員長を拝命しました。地域生活委員会は地域振興から、市

民の安全に関わる防犯・防災、また消防や上下水道など、暮らしの根幹を所管する委員会です。

また今後想定される大規模災害への備えや交通事故削減に向けた取り組みなど重要課題を多く抱

えています。重責をしっかりと認識して、住民福祉の増進に貢献してまいります！ 

豊田市和会町に、日曜・祝日等に受診できる診療所、こどもの発達を支援する外来療育施設

及び障がい者の就労の場となるカフェを一体的に整備した複合施設が開設しました！ 

 
市民の健康と福祉の一層の充実に期待します！ 

休日救急内科診療所 
障がい者就労支援施設 

 Café「Mikke」 

こども発達センター「おひさま」 


